
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

－
－ －

お元気ですか 
 

 

県議会で人口減少対策特別委員会の委員になる。 

県は若い女性に焦点をあてた調査や対策を考えて

いる、中でも「婚姻数」を増やすことがポイントにな

っている。しかし、若者と話し見えてきたのは多様な

家族の形や自分の生き方など個人の尊重より、結婚

して子どもを産むことが大事だと政治がレールを引

くことに異論を述べた若者が１人ではなかった事

だ。この声は、知事には届いているのだろうか。 

声を届けたい事はまだある、高知市の北山で操業

していた廃プラスチック類を焼く焼却施設が火事に

なって何日も経つ、まだくすぶり鎮火していない。 

地域からは、廃プラが燃える過程で発生するダイ

オキシンについて大気検査を求める声が上がってい

るが、市の担当課は「火事の場合に大気汚染を調べる

仕組みがない」とした。しかし、法律や条例に調査が

ダメとは書かれてはいない。汚染検査を 

する事は行政の判断で可能なこと。 

市の姿勢が問われる、重大な問題である。 

おたまじゃくし

無料 生活・法律相談会  

☆８月１８日 午前 10 時～12 時  
新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

☆８月２１日 午後 18 時～20 時  
あぞの事務所 南拓人・弁護士 

＊あぞの予約先：０９０－１１７１－４１５６ 

 
 
 

若
者 

「政
治
や
議
員
に
距
離
感
じ
る
」 

 
 
 

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
主
催
す
る
、
若
者
と
議
員 

の
座
談
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。 

 

県
内
の
高
校
３
年
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ

れ
、
４
４
校
、
３
，
５
５
６
人
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
政
治
に
関
心
あ
る
」
と
答
え
た
生
徒
は
４
５
％
で
す
。 

一
方
、「
政
治
に
関
心
が
な
い
又
は
わ
か
ら
な
い
」
生
徒
は

５
４
．
７
％
と
、
関
心
が
な
い
生
徒
が
多
い
状
況
で
す
。 

そ
し
て
、
な
ぜ
関
心
を
も
て
な
い
の
か
理
由
に
つ
い
て
、

最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
政
治
を
自
分
事
と
し
て
感
じ
ら
れ

な
い
」
。
二
番
目
は
「
勉
強
・
部
活
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
忙
し

く
政
治
に
関
わ
る
機
会
が
な
い
」
で
し
た
。 

 
関
心
が
な
い
原
因
、
そ
の
解
決
策
は
何
か 

 

議
員
も
入
り
、
自
由
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
心
を

持
ち
、
考
え
、
行
動
す
る
選
挙
を
若
者
自
身
も
求
め
て
い
ま

し
た
。
高
校
生
が
共
通
し
て
発
言
し
た
の
は
「
政
治
や
議
員

側
か
ら
の
情
報
発
信
が
若
者
に
届
か
な
い
」
と
の
訴
え
で
す
。 

 

若
者
は
テ
レ
ビ
を
見
な
い
、
情
報
源
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、

身
近
な
家
族
や
友
達
か
ら
と
話
し
ま
す
。
今
の
選
挙
公
報
や

議
会
報
告
の
ス
タ
イ
ル
や
内
容
を
改
革
し
て
い
く
必
要
が
行

政
や
議
員
側
に
も
あ
る
と
反
省
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

若
者
か
ら
少
子
化
対
策
に
意
見 

 
 
 
 
 
 
 

県
の
取
り
組
ん
で
い
る
、
結
婚
の
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
聞
く
と
「
信
じ
ら

れ
な
い
、
出
会
い
の
場
が
無
い
わ
け
で
は
な

い
、
お
金
の
問
題
が
大
き
い
、
子
育
て
も
お

金
が
大
変
」
と
の
意
見
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、

「
奨
学
金
の
返
済
の
為
に
給
与
が
高
い
県
外

へ
行
く
実
態
」
だ
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

県
の
政
策
や
予
算
の
優
先
順
位
が
当
事
者

の
若
者
と
ズ
レ
て
い
る
所
が
あ
る
と
実
感
、

見
直
し
が
急
務
と
思
い
ま
す
。
女
子
生
徒
の

参
加
の
多
さ
は
大
事
な
特
徴
で
し
た
。 

どうすれば若者は政治に関心をもてる？ 

県主催 若者と議員の座談会 

 

新
規
保
険
証
の
発
行
停
止
に
つ
い
て 

 

国
は
今
年
の
１
２
月
２
日
以
降
、
新
規
の
医
療

保
険
証
の
発
行
を
し
な
い
と
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
提
示
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
な
い

方
は
ど
う
な
る
の
か
。
心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
資
格
確
認
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

す
で
に
、
発
行
さ
れ
て
い
る
保
険
証
は
期
限
ま

で
使
え
ま
す
。
ま
た
、
会
社
員
等
の
社
会
保
険
の

場
合
は
、
退
職
す
る
ま
で
現
在
の
保
険
証
が
使
え

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
強
制
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

マイナンバー無くても受診 OK 


